
　販売している弁当や惣菜の容器包装に、トウモロコシを
原料とするポリ 乳酸（p LA）やサトウキビ由来のバイオ 
PET樹脂等を採用。植物由来の生分解性樹脂は植物が生長
時にCO2を吸収するため、CO2排出量を削減することが可
能。ポリ乳酸は2007年3月からデザートやサラダ容器に採
用し、5年間で約8,000万食分を販売した。また、バイオ
PET樹脂は2012年5月から冷やし麺容器に採用している。
　その他、発泡素材の採用や容器包装の薄肉化、容器形状
の変更などにより、2011年度において容器包装の焼却時
に発生するCO2排出量を2006年度比約1万トン、率にして
25.8%の削減を実現した。
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③ 対策活動実践部門

　全国的な放置竹林の増加で、CO２削減効果の期待される
雑木林に竹が侵入し、里山の環境悪化が懸念されている。
そこで地域の環境保全を目的とした竹林整備を行い、温暖
化対策に省エネを目的とした「竹すだれ」製作を計画し、
独自の編み台を考案・製作した。これを校舎に設置し、夏
場の高温対策として遮熱効果の検証を実施した結果、竹す
だれを設置しない対照区に比べ、－７％の優位性を確認で
き、竹すだれ製作のマニュアル化を実現した。
　また、市内中学校との交流学習を通じた環境学習にも取
り組み、里山の環境悪化の状況や竹すだれの省エネ効果等
の説明や製作を指導、さらに地域住民を対象とした発表会
や共同作業を実施し、ホームページで情報発信による啓発
活動も実施している。
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